
一般質問

令和２年（２０２０年）７月２６日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

 
※
１　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
は

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
は
、P

oly
m
erase

C
h
ain
R
eaction

（
ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
連
鎖
反
応
）
の
略
で
、
ウ

イ
ル
ス
に
含
ま
れ
る
特
定
の
遺
伝

子
を
増
や
し
て
調
べ
る
検
査
方
法

の
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
検
査
に
は
、
精
度
や
効

率
性
を
考
慮
し
て
、
現
時
点
で
こ

の
方
法
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

※
２　

３
つ
の
密
（
３
密
）
と
は

　

密
閉
、
密
集
、
密
接
の
こ
と

で
、
国
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た

め
３
つ
の
密
を
避
け
る
よ
う
要
請

し
て
い
る
。

※
３　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は

　

一
般
的
に
、
デ
モ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
お
い
て
、
特
定
の

国
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
や
そ
の

子
孫
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
に
、

一
方
的
に
社
会
か
ら
追
い
出
そ
う

と
し
た
り
危
害
を
加
え
よ
う
と
す

る
言
動
の
こ
と
。

※
４　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
イ
ビ
ジ

ネ
ス
と
は

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
検
索
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ

プ
等
の
サ
ー
ビ
ス
上
に
プ
ロ
フ
ィ

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

ー
ル
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
情
報
を
表
示
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

※
５　

財
政
調
整
基
金
と
は

　

大
幅
な
税
収
減
、
災
害
発
生
な

ど
に
よ
る
臨
時
の
出
費
等
へ
の
備

え
や
、
年
度
間
の
財
源
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ

る
貯
金
の
こ
と
。

※
６　

Ｋ
Ｇ
Ｉ
と
は

　

K
ey
G
oalIndicator

（
重

要
目
標
達
成
指
標
）
の
略
で
、
組

織
が
行
う
経
営
戦
略
等
に
お
い
て
、

達
成
す
べ
き
最
終
的
な
目
標
を
数

値
や
数
量
で
表
し
た
指
標
の
こ
と
。

※
７　

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は

　

K
e
y
P
e
rfo
rm
a
n
c
e

In
d
icator

（
重
要
業
績
評
価
指

標
）
の
略
で
、
達
成
す
べ
き
最
終

的
な
目
標
に
対
し
、
ど
れ
だ
け
進

捗
し
た
か
を
数
値
や
数
量
で
評
価

す
る
た
め
の
指
標
の
こ
と
。

※
８　

緊
急
小
口
資
金
（
特
例
貸

付
）
と
は

　

各
都
道
府
県
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
貸
付
け
制
度

の
こ
と
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等

に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
緊
急
か

つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難

と
な
っ
た
世
帯
に
、
費
用
の
貸
付

け
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の 
緊 
急
小
口
資
金
の
申
請
件
数
は
。

※
８

　

渦
社
会
福
祉
協
議
会
の
応
対
人
数

増
加
の
必
要
性
に
対
し
市
の
支
援
は
。

市
長　

臼
本
年
４
月
は　

件
、
５
月

１９４

は　

日
時
点
で　

件
で
、
昨
年
４
月

２５

２７９

は
４
件
、
５
月
は
２
件
で
あ
る
。

　

渦
現
在
の
と
こ
ろ
支
援
予
定
は
な

い
が
、
引
き
続
き
情
報
を
共
有
す
る
。

 
質
問　

家
庭
学
習
通
信
環
境
整
備
支

援
の
た
め
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の

借
上
げ
台
数
が　

台
で
は
足
り
な
い

３８０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と

相
談
件
数
増
加
へ
の
対
応

休
校
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の

学
習
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て

場
合
、
台
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

教
育
長　

現
在
学
校
に
あ
る
可
動
式

端
末
を
活
用
す
る
た
め
台
数
に
限
り

が
あ
り
、
ル
ー
タ
ー
の
貸
出
し
も
端

末
台
数
に
合
わ
せ
て
東
京
都
の
補
助

事
業
を
活
用
し
実
施
す
る
た
め
、
台

数
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

 
質
問　

大
阪
府
や
青
梅
市
の
よ
う
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
充
て

る
資
金
を
積
み
立
て
る
基
金
を
設
立

し
寄
附
金
を
集
め
て
は
ど
う
か
。

市
長　

基
金
創
設
は
考
え
て
い
な
い

が
、
寄
附
金
の
使
い
道
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
を
追

加
し
、
寄
附
を
募
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
の
基
金
を
設
立
で
き
な
い
か

水
口
か
ず
え
議
員（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

感
染
症
と
相
談
数
増
加
／
休
校
と
学
習

環
境
整
備
／
コ
ロ
ナ
対
策
の
基
金

 
質
問　

臼
特
別
定
額
給
付
金
を
地
域

活
性
化
の
た
め
に
使
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
ふ
る
さ
と
納
税
を
生
か
し
、
事

業
者
支
援
を
目
的
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
へ
の
見
解
は
。

　

嘘
市
独
自
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援

を
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

唄
児
童
・
生
徒
に
ウ
ェ
ブ
授
業
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
市
内
で
消
費
を
循
環
さ
せ

る
仕
組
み
を
盛
り
込
む
こ
と
は
難
し

い
が
、
市
内
で
消
費
を
促
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
展
開
等
に
つ
い
て
、
今
後
、

商
工
会
等
と
連
携
し
検
討
し
て
い
く
。

市
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

　

渦
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
な
ど
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
に
対
す
る
寄
附
を
募
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　

嘘
文
化
振
興
財
団
が
運
営
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
こ
だ
い
ら
の
登

録
者
に
対
し
、
財
団
事
業
へ
の
出
演

や
市
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
紹
介
な
ど
、

文
化
振
興
財
団
と
連
携
し
て
出
演
機

会
を
提
供
す
る
支
援
を
し
て
い
く
。

教
育
長　

唄
学
校
の
臨
時
休
業
時
等

で
も
学
び
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
実
現
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
を
活

用
し
た
学
習
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
。

山
田
大
輔
議
員
（
政
和
会
）

市
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

 
質
問　

臼
納
入
業
者
と
給
食
食
材
補

償
費
に
つ
い
て
の
協
議
は
行
っ
た
か
。

　

渦
市
で
は
、
納
入
業
者
宛
て
に
補

償
費
請
求
の
文
書
を
５
月　

日
に
送

２０

付
し
て
い
る
が
、
納
入
業
者
の
う
ち

何
割
の
業
者
が
申
請
す
る
と
考
え
る

の
か
。

　

嘘
契
約
書
に
、
物
資
の
所
有
権
は

検
量
・
検
収
に
合
格
し
た
と
き
、
受

注
者
か
ら
発
注
者
に
移
転
す
る
も
の

と
し
、
移
転
前
に
生
じ
た
損
害
は
全

て
受
注
者
の
負
担
と
す
る
と
あ
る
が
、

発
注
者
の
発
注
取
消
し
は
ど
ち
ら
の

負
担
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

唄
全
納
入
業
者
と
補
償
の
協
議
は

学
校
給
食
休
止
に
伴
う
給
食
食
材

納
入
業
者
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て

進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
長　

臼
令
和
２
年
３
月
分
の
補

償
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
補
償
費
の

請
求
に
関
す
る
意
思
確
認
を
全
事
業

者
に
行
い
、
詳
細
を
協
議
中
で
あ
る
。

　

渦
４
月
の
意
思
確
認
で
は
、
約
３

分
の
１
の
事
業
者
か
ら
請
求
の
意
思

が
あ
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

嘘
納
品
前
の
場
合
は
受
注
者
負
担

と
な
る
が
、
今
回
の
給
食
中
止
に
伴

う
農
作
物
に
つ
い
て
は
、
転
売
等
が

で
き
た
も
の
を
除
い
た
金
額
に
つ
い

て
、
補
償
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

唄
４
月
以
降
に
つ
い
て
も
、
今
回

の
給
食
の
中
止
に
伴
う
売
上
げ
減
少

分
に
つ
い
て
、
全
て
の
納
入
事
業
者

と
補
償
に
関
す
る
協
議
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

比
留
間
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

学
校
給
食
休
止
に
伴
う
給
食
食
材

納
入
業
者
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
及
び
内
容
は
。

　

渦
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
Ｄ
Ｖ
等
対
応
状
況
は
。

　

嘘
コ
ロ
ナ
禍
で
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
状
況
は
。

　

唄
コ
ロ
ナ
禍
で
の
乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
の
実
施
状
況
は
。

　

欝
あ
お
ぞ
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
た

い
よ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
は
。

　

蔚
仕
事
等
を
失
い
生
活
困
窮
者
の

急
増
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
生
活
相
談

の
体
制
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

臼
本
年
３
月
は　

件
、
４
月

４８

い
か
な
る
状
況
下
で
も
支
援
等
が

必
要
な
人
た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
を

は　

件
、
５
月
は　

日
時
点
で　

件

１９０

２５

２４９

で
あ
る
。
主
な
内
訳
は
住
宅
支
援
相

談
が　

件
、
生
活
費
等
の
相
談
が　

３８４

６８

件
、
食
糧
支
援
相
談
が　
件
で
あ
る
。

２０

　

渦
緊
急
事
態
宣
言
発
令
後
も
通
常

時
と
変
わ
ら
ず
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

嘘
電
話
で
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

唄
育
児
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

に
は
電
話
相
談
を
行
う
な
ど
、
妊
産

婦
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　

欝
各
施
設
、
交
代
制
勤
務
を
行
い

つ
つ
在
宅
支
援
含
め
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
相
談
支
援
を
継
続
し
て
い
る
。

　

蔚
継
続
的
な
支
援
を
要
す
る
人
の

増
加
が
予
想
さ
れ
、
引
き
続
き
、
こ

だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
相
談
に
対
し
確
実
か
つ
迅
速

に
支
援
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

山
浦
ま
ゆ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

い
か
な
る
状
況
下
で
も
支
援
等
が

必
要
な
人
た
ち
を
支
え
る
仕
組
み
を

 
質
問　

臼
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２

号
で
予
算
化
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
。

　

渦
デ
リ
バ
リ
ー
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

実
施
の
事
業
者
に
市
独
自
の
支
援
を

打
ち
出
す
べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

　

嘘
国
民
健
康
保
険
の
個
人
事
業
主

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患

し
て
一
定
期
間
働
け
な
く
な
っ
た
場

合
の
見
舞
金
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が
、

有
効
な
策
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

唄
都
の
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
の

対
象
外
だ
っ
た
事
業
者
は
、
マ
ス
ク

等
衛
生
費
や
設
備
投
資
等
で
少
な
く

な
い
出
費
が
あ
っ
た
が
、
市
独
自
で

補
助
を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
事
業
者
の
支
援
を

市
長　

臼
今
回
、
中
小
企
業
等
支
援

給
付
金
事
業
を
予
算
化
し
た
。
予
算

化
で
き
な
か
っ
た
他
の
事
業
は
な
い
。

　

渦
国
や
都
の
制
度
が
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
支
援
を
行
う
予
定
は
な
い
。

　

嘘
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
、

個
人
事
業
主
を
対
象
と
し
た
市
独
自

の
制
度
の
創
設
は
、
財
政
運
営
面
な

ど
か
ら
も
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

唄
市
独
自
策
と
し
て
、
介
護
事
業

所
及
び
障
害
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、

マ
ス
ク
や
消
毒
用
品
等
の
衛
生
用
品

や
備
品
の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
個
人
宅
へ
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
せ
よ

○
認
可
保
育
所
設
立
の
申
込
み
に
関

し
て

福
室
英
俊
議
員
（
政
和
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
事
業
者
の
支
援
を

 
質
問　

臼
都
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で 
財 
政
調
整
基
金
を

※
５

　

％
取
り
崩
し
、
近
隣
市
も
約　

％

９５

２１

を
取
り
崩
す
が
、
当
市
は
５
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
の
差
は
何
か
。

　

渦
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
事
業
者
支
援
の
た
め
さ
ら
に
財
政

調
整
基
金
等
を
活
用
で
き
な
い
か
。

　

嘘
今
は
家
賃
支
援
の
み
だ
が
、
水

道
料
金
免
除
や
ロ
ー
ン
等
の
固
定
費

に
対
し
て
の
支
援
を
で
き
な
い
か
。

　

唄
市
内
事
業
者
の
経
済
状
況
に
つ

い
て
売
上
げ
の
減
少
額
の
把
握
は
。

　

欝
経
済
支
援
に
お
け
る
政
策
的
目

標
と 
Ｋ 
Ｇ
Ｉ
・ 
Ｋ 
Ｐ
Ｉ
は
。

※
６ 

※
７

コ
ロ
ナ
対
策
は
市
の
持
ち
出
し

　

万
円
に
と
ど
め
ず
大
胆
な
経
済
支
援
を

９,０００

市
長　

臼
各
団
体
の
財
政
調
整
基
金

の
活
用
方
針
は
承
知
し
て
な
い
。

　

渦
財
政
状
況
を
見
極
め
検
討
す
る
。

　

嘘
水
道
料
金
免
除
等
は
困
難
。
固

定
費
へ
市
独
自
支
援
は
考
え
て
な
い
。

　

唄
業
種
や
地
域
ご
と
の
経
済
状
況

は
捉
え
て
い
な
い
。　

　

欝
設
定
し
て
い
な
い
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
施
策
と

し
て
子
ど
も
や
高
齢
者
の
健
康
を
守

る
施
策
を
進
め
よ
う

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
２
波
、
第
３
波
に
備
え 
Ｐ 
Ｃ
Ｒ
検

※
１

査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

○
市
長
は
小
平
市
版
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
確
立
と
環
境
整

備
を
進
め
る
べ
き

松
岡
あ
つ
し
議
員
（
政
和
会
）

コ
ロ
ナ
対
策
は
市
の
持
ち
出
し

　

万
円
に
と
ど
め
ず
大
胆
な
経
済
支
援
を

9,000

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす


